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御
冠
船
踊
り
の
相
貌
土
石
を
め
ぐ
る
人
と
場
-
は
じ
め
に
本
稿
は
琉
球
の
首
里
王
府
時
代
に
お
け
る
'
い
わ
ば
宮
廷
芸
能
で
あ
っ
た
御
冠
船
踊
り
研
究
の
序
論
に
あ
た
る
｡
(
-
)
永
楽
二
　
二
四
〇
四
)
　
年
に
始
ま
る
中
国
と
の
冊
封
体
制
に
あ
っ
た
近
世
琉
球
で
は
､
国
王
即
位
を
認
証
す
る
冊
封
俊
が
派
遣
さ
れ
る
た
び
に
使
節
を
歓
待
す
る
宴
席
に
供
せ
ら
れ
る
芸
能
が
準
備
さ
れ
た
｡
冊
封
傍
は
冠
衣
を
授
け
る
こ
と
で
国
王
を
認
証
す
る
｡
こ
の
冠
を
い
た
だ
い
て
使
節
の
乗
船
す
る
船
を
琉
球
側
で
は
冠
船
と
称
L
t
£
た
行
事
全
体
を
も
冠
船
と
い
っ
た
｡
さ
ら
に
冊
封
便
歓
待
e
サ
の
諸
宴
で
の
芸
能
を
冠
船
躍
と
い
っ
た
｡
冠
船
躍
に
は
組
踊
り
'
端
踊
-
(
若
衆
踊
り
､
女
踊
-
､
二
才
踊
り
)
　
の
ほ
か
､
入
子
躍
'
神
歌
　
(
お
も
ろ
)
'
獅
子
舞
'
唐
棒
な
ど
が
含
ま
れ
る
｡
万
暦
三
十
七
　
(
一
六
〇
九
)
年
の
薩
摩
入
り
以
降
､
近
世
琉
球
は
薩
摩
藩
を
通
し
て
江
戸
幕
府
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
｡
琉
球
に
は
薩
摩
の
在
番
役
人
が
常
駐
し
､
薩
摩
へ
上
国
す
る
使
節
も
王
府
か
ら
た
び
た
び
派
遣
さ
れ
た
｡
ま
た
徳
川
将
軍
の
襲
職
に
際
し
て
の
慶
賀
便
､
琉
球
国
王
の
襲
封
に
際
し
て
の
謝
恩
億
も
薩
摩
や
江
戸
へ
芸
能
を
帯
同
し
た
｡
特
に
後
者
の
江
戸
上
-
に
は
必
須
と
さ
れ
､
明
清
楽
で
あ
る
御
座
楽
と
と
も
に
琉
躍
､
唐
躍
が
準
備
さ
れ
'
御
座
楽
は
江
戸
城
で
'
ま
た
薩
摩
屋
敷
で
は
御
座
楽
'
琉
躍
'
唐
躍
が
演
じ
ら
れ
た
｡
琉
躍
は
若
衆
踊
-
を
除
-
女
踊
り
と
二
才
踊
-
の
:
t
a
内
端
踊
り
で
､
組
踊
り
は
道
光
二
十
五
　
(
一
八
四
五
)
　
年
の
薩
摩
で
の
　
｢
琉
組
躍
｣
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
江
戸
､
薩
摩
で
の
上
演
記
録
が
な
い
｡
士
族
社
会
で
も
芸
能
が
行
わ
れ
､
乾
隆
四
十
七
　
(
1
七
八
二
)
年
か
ら
嘉
慶
七
　
(
1
八
〇
一
)
午
ま
で
≡
司
官
を
勤
め
た
伊
江
朝
睦
の
日
記
『
伊
江
親
方
日
々
記
』
　
に
'
士
族
社
会
で
の
芸
能
の
様
子
が
窺
え
る
｡
薩
摩
の
在
番
奉
行
や
寺
の
長
老
を
私
宅
に
招
碑
し
た
席
(
夜
晒
)
　
の
座
興
に
躍
や
歌
､
狂
言
(
組
踊
-
)
　
な
ど
が
用
意
さ
れ
､
家
の
祝
い
事
や
家
人
の
帰
国
を
待
つ
留
守
宅
で
の
慰
め
に
ち
｢
を
ど
り
狂
言
｣
が
行
わ
れ
て
い
た
｡
こ
こ
で
の
芸
能
は
士
族
自
身
が
行
う
と
と
も
に
多
-
の
場
合
は
地
頭
地
か
ら
奉
公
に
上
が
っ
た
地
方
役
人
の
子
弟
の
演
じ
る
も
の
で
'
奉
公
を
終
え
る
と
芸
能
が
地
方
の
村
々
に
持
ち
帰
え
ら
れ
た
｡
ま
た
明
治
十
二
　
(
一
八
七
九
)
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
っ
て
禄
を
離
れ
た
士
族
は
地
方
に
下
-
､
芸
能
の
堪
能
な
士
族
は
こ
れ
を
村
人
に
教
え
て
生
活
の
資
と
し
た
｡
こ
れ
が
村
踊
-
と
し
て
現
在
も
字
の
板
　
　
谷
行
事
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
｡
首
里
王
府
時
代
に
こ
れ
ら
の
機
会
に
お
も
に
士
族
の
男
子
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
冠
船
躍
と
そ
れ
に
類
す
る
芸
能
は
､
明
治
十
二
年
の
廃
藩
置
県
以
降
王
府
を
離
れ
て
民
間
の
芝
居
に
伝
承
さ
れ
､
そ
の
う
ち
の
端
踊
り
は
現
在
の
琉
球
舞
踊
に
変
わ
っ
て
特
に
戦
後
は
女
性
舞
踊
家
が
主
体
と
な
り
'
組
踊
り
は
昭
和
四
十
七
年
の
本
土
復
帰
を
機
に
息
を
吹
き
返
す
｡
し
た
が
っ
て
こ
れ
を
芸
態
の
側
面
か
ら
研
究
す
る
た
め
に
は
近
代
に
お
け
る
変
化
を
見
極
め
る
必
要
が
あ
-
､
ま
た
地
方
に
伝
播
し
た
村
踊
-
の
伝
承
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
と
こ
ろ
で
､
中
国
の
冊
封
体
制
に
組
み
込
ま
れ
､
ま
た
江
戸
幕
府
の
支
配
を
う
け
る
と
い
う
近
世
琉
球
の
政
治
的
立
場
は
冠
船
躍
の
あ
-
方
に
深
-
関
与
し
た
｡
芸
能
の
置
か
れ
た
社
会
的
'
政
治
的
環
境
が
芸
の
質
に
探
-
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
'
本
稿
で
は
ま
ず
御
冠
船
踊
り
を
環
境
の
側
面
か
ら
取
-
上
げ
て
そ
の
相
貌
を
措
-
こ
と
に
し
た
い
｡
そ
の
際
､
踊
-
手
の
資
格
や
立
場
､
あ
る
い
は
上
演
機
会
を
検
討
す
る
こ
と
が
御
冠
船
踊
-
の
相
貌
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
る
｡
副
題
を
｢
芸
を
め
ぐ
る
人
と
場
｣
と
題
す
る
所
以
で
あ
る
｡
と
こ
ろ
で
こ
の
　
｢
御
冠
船
踊
-
｣
と
い
う
言
葉
は
､
近
代
以
前
の
文
献
に
は
み
え
な
い
｡
近
代
に
は
｢
戊
の
御
冠
船
｣
｢
寅
の
御
冠
船
｣
な
ど
､
冊
封
使
の
来
琉
し
た
年
の
干
支
を
か
ぶ
せ
て
そ
の
時
の
芸
能
を
指
す
習
慣
が
あ
る
｡
戊
の
御
冠
船
'
つ
ま
-
道
光
十
八
　
二
八
三
八
)
　
年
に
冊
封
V
"
･
･
爪
債
の
諸
宴
に
供
せ
ら
れ
る
芸
能
を
準
備
し
た
躍
方
の
記
録
で
あ
る
　
『
冠
船
躍
方
日
記
』
　
で
は
､
芸
能
を
｢
羽
躍
組
躍
入
子
躍
獅
子
舞
唐
棒
｣
　
(
酉
二
月
三
日
､
戊
八
月
一
日
)
､
｢
組
躍
羽
お
と
-
｣
　
(
酉
六
月
二
十
三
日
､
九
月
一
日
､
成
三
月
十
八
日
)
　
な
ど
と
具
体
的
に
列
挙
し
て
記
す
ほ
か
､
こ
れ
を
総
称
し
て
｢
冠
船
躍
｣
　
(
酉
八
月
六
日
､
成
三
月
'
成
五
月
二
十
九
日
､
成
十
二
月
五
日
)
　
と
も
呼
ぶ
｡
し
か
し
そ
の
過
半
は
｢
躍
｣
と
の
み
記
さ
れ
る
｡
日
記
で
は
躍
方
と
称
す
る
役
所
を
冠
船
躍
方
と
も
書
き
'
ま
た
冠
船
躍
奉
行
､
冠
船
躍
人
数
'
冠
船
躍
衣
裳
と
も
す
る
よ
う
に
､
こ
れ
ら
の
言
葉
は
冠
船
の
時
の
躍
方
'
躍
奉
行
､
躍
人
数
､
躍
衣
裳
と
い
う
程
の
意
味
で
'
冠
船
躍
と
い
う
呼
称
は
芸
能
の
様
式
を
示
す
も
の
で
は
な
か
っ
た
｡
v
s
.
琉
球
の
正
史
で
あ
る
　
『
球
陽
』
　
に
は
｢
演
戯
｣
と
あ
-
､
ま
た
冊
封
傍
に
組
踊
り
'
端
踊
-
な
ど
:e*
の
内
容
を
漢
文
､
漢
詩
で
示
す
故
事
集
の
標
題
に
も
｢
漬
戯
｣
を
使
う
｡
士
族
の
系
図
で
あ
る
家
譜
に
は
躍
あ
る
い
は
戯
舞
と
記
さ
れ
､
戯
舞
も
演
戯
も
組
踊
-
と
端
踊
-
を
含
ん
だ
中
国
風
の
名
称
で
-97-
ふ0-''
S
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江
戸
上
-
な
ど
の
際
の
家
譜
の
記
述
に
琉
球
躍
'
琉
躍
'
球
躍
､
球
戯
な
ど
と
あ
る
の
は
'
同
時
に
演
じ
た
中
国
演
劇
の
唐
躍
､
漠
躍
､
漠
戯
と
対
に
す
る
必
要
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
｡
前
述
の
よ
う
に
琉
球
の
外
で
親
踊
-
を
演
じ
る
こ
と
は
ほ
ん
ど
な
-
'
琉
球
躍
以
下
前
述
の
名
称
は
端
踊
-
を
指
し
て
い
る
｡
ま
た
『
伊
江
親
方
日
々
記
』
　
で
は
'
｢
羽
を
と
-
組
躍
｣
｢
を
と
-
狂
言
｣
の
ほ
か
多
-
は
躍
と
み
え
､
士
族
社
会
の
な
か
で
は
組
踊
り
､
端
踊
-
と
い
う
か
'
総
称
し
て
躍
と
の
み
い
っ
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
窺
え
る
｡
こ
れ
ら
の
芸
能
名
称
は
上
演
機
会
や
記
述
さ
れ
る
文
書
の
性
格
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
あ
っ
て
､
芸
能
の
様
式
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
は
見
出
せ
な
い
｡
つ
ま
-
芸
能
と
し
て
は
ひ
と
つ
の
様
式
に
あ
り
､
琉
球
の
士
族
社
会
に
お
け
る
内
部
的
な
名
称
と
琉
球
の
外
に
お
け
る
対
外
的
名
称
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
｡
様
式
を
指
す
名
称
と
し
て
は
対
外
的
な
琉
球
躍
や
琉
躍
が
相
応
し
い
が
こ
こ
に
は
組
踊
り
が
含
ま
れ
な
い
｡
一
方
の
冠
船
躍
も
､
冠
船
に
上
演
機
会
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
不
都
合
が
あ
る
｡
し
か
し
廉
配
=
:
五
十
八
　
(
1
七
7
九
)
年
に
躍
奉
行
を
勤
め
た
玉
城
朝
薫
が
組
踊
り
を
創
始
し
て
初
め
て
冊
封
傍
の
重
陽
宴
に
供
し
た
よ
う
に
､
琉
球
の
芸
能
が
冠
船
の
場
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
｡
従
っ
て
本
稿
で
は
冠
船
躍
を
冠
船
の
場
で
生
成
さ
れ
､
そ
の
他
の
場
で
も
行
わ
れ
た
芸
能
の
総
称
と
し
て
用
い
､
今
日
の
通
称
を
採
っ
て
｢
御
冠
船
踊
-
｣
と
表
記
す
る
こ
と
に
す
る
｡
｢
御
冠
船
踊
り
を
担
う
人
-
　
若
衆
と
二
才
冠
船
の
芸
能
は
明
'
清
を
通
じ
て
一
様
で
は
な
い
｡
躍
奉
行
で
あ
っ
た
玉
城
朝
薫
が
組
踊
り
を
創
始
し
た
康
鷹
五
十
八
　
(
1
七
一
九
)
年
の
冠
船
を
芸
能
内
容
の
画
期
と
す
れ
ば
､
そ
の
前
と
後
で
は
端
踊
-
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
る
｡
万
暦
三
十
四
　
(
1
六
〇
六
)
年
の
冠
船
で
は
｢
士
戯
ア
リ
｡
聞
ク
'
皆
､
王
宮
ノ
小
従
者
及
ビ
貴
家
ノ
子
弟
之
ヲ
習
フ
ト
｣
(
夏
子
陽
『
便
琉
球
録
』
)
､
天
啓
六
(
一
六
三
三
)
年
に
は
｢
歌
童
五
十
余
高
歌
低
舞
シ
､
共
二
夷
戯
ヲ
演
ズ
｣
　
(
杜
三
策
『
琉
球
真
記
奇
観
』
)
'
康
鷹
二
十
二
　
(
一
六
八
三
)
午
に
は
｢
余
ハ
皆
小
童
'
歳
ハ
八
九
才
ヨ
リ
十
四
五
二
至
ル
､
悉
ク
朝
臣
ノ
子
弟
ナ
リ
'
常
人
ハ
与
ル
ヲ
得
ズ
｣
(
江
棉
『
使
琉
球
雑
録
』
)
と
あ
-
､
い
ず
れ
も
元
服
前
の
若
衆
を
そ
の
お
も
な
担
い
手
と
し
た
こ
と
が
窺
え
る
｡
玉
城
朝
薫
が
躍
奉
行
を
勤
め
た
康
黙
五
十
八
　
(
一
七
一
九
)
年
の
冊
封
使
録
､
徐
裸
光
の
　
『
中
山
伝
信
録
』
は
芸
能
の
記
述
に
詳
し
-
､
仲
秋
宴
と
重
陽
宴
の
う
ち
､
端
踊
り
の
演
目
と
踊
り
手
に
つ
い
て
の
記
述
を
原
文
の
ま
ま
抜
き
出
す
と
以
下
の
通
-
と
な
る
｡
【
仲
秋
宴
】
笠
舞
(
小
童
可
十
三
四
歳
四
人
)
'
花
索
舞
(
四
小
童
)
'
藍
舞
(
小
童
三
人
可
十
鎗
歳
)
'
拍
舞
　
(
幼
童
四
人
)
､
武
舞
　
(
武
士
六
人
)
､
穫
舞
(
小
童
二
人
､
二
青
獅
)
､
梓
舞
(
小
童
三
人
)
､
竿
舞
　
(
小
童
四
人
)
【
重
陽
宴
】
圏
扇
曲
　
(
六
童
)
､
掌
節
曲
　
(
三
童
)
'
笠
舞
曲
　
(
四
童
)
､
藍
花
曲
(
三
童
)
｢
武
舞
｣
　
の
み
が
二
才
の
行
う
後
の
唐
棒
ら
し
-
'
他
は
幼
童
あ
る
い
は
｢
十
鎗
歳
｣
｢
十
三
四
歳
｣
の
小
童
､
す
な
わ
ち
元
服
前
の
若
衆
が
踊
る
｡
端
踊
-
に
若
衆
踊
り
､
女
踊
り
､
二
才
踊
り
の
種
別
の
あ
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
｡
琉
球
で
は
元
服
後
の
二
十
代
'
三
十
代
の
男
子
を
二
才
と
呼
び
'
元
服
前
の
髪
を
真
結
に
す
る
時
期
を
若
衆
と
い
う
｡
若
衆
踊
-
は
年
齢
的
に
も
実
際
の
若
衆
が
踊
り
､
二
才
踊
-
は
同
じ
く
二
才
の
踊
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
と
す
れ
ば
二
才
の
｢
武
舞
｣
を
除
く
右
の
端
踊
り
は
す
べ
て
若
衆
踊
り
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
い
｡
池
宮
正
治
は
康
鷹
二
十
二
　
(
一
六
八
三
)
　
年
の
　
『
便
琉
球
雑
録
』
　
に
｢
短
襖
長
褐
｣
と
I
,
I
l
あ
る
の
を
胴
衣
下
袴
と
し
､
こ
こ
に
若
衆
の
踊
る
女
踊
り
の
初
出
を
み
る
｡
若
衆
踊
り
､
二
才
踊
り
に
対
し
て
女
を
踊
る
若
衆
の
女
踊
-
の
出
現
は
や
は
り
画
期
と
い
え
よ
う
｡
康
配
州
五
十
八
年
の
若
衆
l
り
l
踊
-
の
な
か
で
､
矢
野
輝
雄
は
｢
拍
舞
｣
　
の
み
を
女
踊
-
と
し
､
池
宮
は
｢
花
索
舞
｣
｢
藍
舞
｣
｢
竿
舞
｣
･
ド
.
に
現
在
の
女
踊
-
と
の
類
似
を
比
定
す
る
｡
し
か
し
冠
船
に
つ
い
て
は
芸
能
の
具
体
的
内
容
を
知
る
資
料
を
道
光
十
八
　
(
一
八
三
八
)
　
年
ま
で
得
ら
れ
ず
､
こ
の
時
の
戊
の
御
冠
船
で
は
中
秋
宴
と
重
陽
宴
の
女
踊
-
に
豊
平
子
､
小
禄
里
之
子
､
豊
見
城
里
之
子
の
踊
る
｢
女
笠
を
ど
-
｣
｢
圏
躍
｣
､
末
書
､
(s>
国
頭
子
'
豊
平
子
､
小
禄
里
之
子
が
踊
る
｢
天
川
を
ど
-
｣
が
あ
っ
た
｡
末
吉
を
除
-
里
之
子
と
子
は
譜
代
士
族
の
元
服
後
の
最
初
の
叙
位
で
あ
-
､
若
衆
が
女
踊
-
を
踊
る
康
照
五
十
八
　
(
一
七
一
九
)
年
の
冠
船
と
二
才
が
女
踊
-
を
踊
る
道
光
十
八
　
(
一
八
三
八
)
　
年
の
間
に
は
女
踊
-
に
何
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
と
こ
ろ
が
康
配
仙
五
十
八
年
の
九
年
前
'
宝
永
七
　
(
1
七
l
 
O
)
　
年
の
江
戸
上
-
で
は
､
十
二
月
七
日
に
｢
吉
貴
公
率
領
正
副
使
等
到
高
輪
御
屋
敷
此
時
　
先
太
守
妃
陽
和
院
其
修
院
二
位
御
前
奏
輿
｣
と
楽
童
子
で
あ
っ
た
毛
姓
家
譜
　
(
一
五
三
〇
)
　
の
九
世
盛
昌
の
条
に
あ
り
､
『
琉
球
使
者
記
　
琉
球
書
(S3)
簡
井
使
者
接
待
楽
章
』
　
に
そ
の
番
組
が
｢
十
二
月
七
日
於
桧
平
薩
摩
守
殿
高
輪
屋
鋪
琉
球
人
楽
曲
井
お
ど
り
之
次
第
｣
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い
る
｡
太
平
調
に
始
ま
る
御
座
楽
と
｢
三
線
歌
　
琉
曲
｣
が
終
わ
る
と
'
琉
球
お
と
-
-
り
ま
へ
お
と
-
　
女
形
壱
人
玉
城
親
雲
上
唐
お
と
-
手
は
う
し
お
と
り
　
女
形
二
人
喜
屋
武
親
雲
上
棚
原
里
之
子
-98-
手
お
と
り
男
形
二
人
湧
川
親
雲
上
前
川
親
雲
上
と
踊
り
が
続
い
た
｡
玉
城
親
雲
上
は
朝
薫
の
こ
と
で
'
こ
の
時
三
十
歳
'
家
譜
に
は
通
事
と
し
て
｢
日
本
之
言
葉
｣
を
よ
-
し
た
こ
と
に
よ
る
褒
賞
の
記
事
の
み
が
み
え
る
｡
右
の
踊
り
は
琉
躍
､
唐
躍
と
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
他
の
家
譜
を
含
め
て
記
載
は
な
い
｡
あ
-
ま
で
も
前
引
の
　
｢
奏
楽
｣
が
中
心
で
あ
っ
た
｡
こ
れ
以
前
の
江
戸
上
-
､
薩
摩
上
回
の
記
録
に
御
座
楽
以
外
の
芸
能
が
み
え
る
の
は
､
順
治
十
三
(
一
六
五
六
)
年
の
薩
摩
へ
の
年
頭
御
礼
債
に
､
｢
於
御
城
献
上
光
久
公
御
願
催
琉
球
躍
有
興
行
｣
　
(
扉
姓
家
譜
(
三
五
八
)
　
l
世
利
元
)
'
廉
鷹
二
十
六
　
(
一
六
八
七
)
　
年
の
同
じ
く
年
頭
慶
賀
債
に
琉
躍
(
文
姓
家
譜
(
六
八
七
)
　
五
世
常
孝
)
　
と
あ
る
の
み
で
､
十
七
世
紀
に
は
薩
摩
の
上
国
に
楽
童
子
を
連
れ
て
い
る
か
ら
'
こ
れ
は
あ
る
い
は
若
衆
の
踊
り
か
も
し
れ
な
い
｡
宝
永
七
年
以
降
は
正
徳
四
(
一
七
一
四
)
年
の
慶
賀
便
､
謝
恩
傍
に
漠
戯
球
戯
､
享
保
三
　
(
一
七
一
八
)
年
に
は
み
え
ず
'
寛
延
元
(
一
七
四
八
)
年
の
慶
賀
傍
に
は
唐
躍
の
み
､
宝
暦
二
　
(
一
七
五
二
)
　
年
以
降
に
な
っ
て
は
じ
め
て
江
戸
上
-
の
漠
戯
球
戯
'
漢
躍
球
躍
､
唐
躍
琉
躍
が
恒
例
と
な
る
｡
江
戸
上
-
に
あ
っ
て
は
､
那
覇
川
開
船
に
先
立
っ
て
首
里
城
で
鐘
宴
が
催
さ
れ
､
｢
王
子
以
下
在
於
南
風
御
殿
漠
粧
穫
式
及
漠
戯
球
戯
恭
備
　
聖
覧
｣
　
(
翁
姓
豪
語
二
〇
六
五
)
　
七
世
盛
毒
'
康
鷹
五
十
三
年
)
　
あ
る
い
は
｢
着
漠
衣
冠
進
　
城
演
習
赴
江
府
所
行
之
穫
数
及
音
楽
漠
躍
球
躍
等
以
備
叡
覧
｣
　
(
向
姓
家
譜
(
四
)
十
世
宣
譲
､
乾
隆
十
七
年
)
と
､
唐
躍
琉
躍
は
あ
ら
か
じ
め
稽
古
を
尽
-
L
t
そ
の
成
果
が
国
王
に
披
露
さ
れ
る
ほ
ど
の
準
備
が
な
さ
れ
た
｡
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
す
れ
ば
､
冠
船
に
お
け
る
若
衆
の
女
踊
り
に
対
し
て
朝
薫
の
踊
っ
た
二
才
の
女
踊
-
は
江
戸
上
り
に
先
立
っ
て
あ
ら
か
じ
め
教
習
さ
れ
る
ほ
ど
に
は
い
ま
だ
成
熟
し
て
お
ら
ず
､
天
保
≡
　
(
一
八
三
二
)
　
年
の
江
戸
上
-
で
　
『
琉
球
人
来
朝
関
係
書
類
1
』
　
の
踊
組
に
用
意
､
用
意
外
と
あ
る
よ
う
に
､
用
意
外
に
演
じ
ら
れ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
｡
現
在
の
　
｢
総
掛
｣
　
に
つ
な
が
る
朝
薫
の
　
｢
-
-
ま
へ
お
と
り
｣
　
で
は
あ
る
が
､
朝
薫
の
こ
の
記
事
以
外
に
少
な
-
と
も
女
踊
り
を
一
人
で
踊
っ
た
記
録
が
な
く
､
こ
の
こ
と
も
用
意
外
で
あ
-
'
い
ま
だ
伝
承
に
の
せ
ら
れ
ぬ
朝
薫
の
個
人
芸
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
､
冠
船
の
芸
能
と
し
て
は
若
衆
の
芸
が
本
義
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
こ
の
後
も
し
ば
ら
-
続
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
､
〓
､
文
政
十
二
　
(
1
人
二
九
)
　
年
の
大
隅
重
富
に
あ
っ
た
薩
摩
藩
の
別
荘
に
お
け
る
躍
番
組
で
は
女
踊
り
を
大
湾
子
'
国
吉
子
が
踊
る
な
ど
､
十
九
世
紀
に
は
確
実
に
こ
の
二
才
が
踊
る
女
踊
-
の
様
式
が
成
立
し
て
い
た
｡
女
踊
り
が
若
衆
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
る
時
代
か
ら
二
才
の
踊
る
時
代
へ
の
変
化
が
あ
り
､
朝
薫
の
踊
っ
た
｢
-
り
ま
へ
お
と
-
｣
を
萌
芽
と
す
る
二
才
に
よ
る
女
踊
-
は
江
戸
上
り
の
資
料
に
よ
っ
て
十
八
世
紀
中
葉
に
確
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
'
冠
船
に
お
い
て
も
若
衆
の
女
踊
-
と
交
代
し
た
と
考
え
ら
れ
る
｡
冠
船
に
お
け
る
芸
能
に
出
演
す
る
若
衆
は
躍
童
子
と
呼
ば
れ
て
い
た
｡
戊
と
寅
の
故
事
集
に
含
ま
(3)
れ
る
若
衆
踊
-
五
番
の
う
ち
へ
｢
鵜
教
を
ど
り
｣
に
は
｢
恵
み
あ
る
御
代
や
　
も
た
え
栄
え
｣
､
｢
魔
舞
｣
に
は
｢
天
使
徳
廉
大
｣
､
掲
鼓
舞
に
は
｢
寓
民
喜
集
願
聖
寿
｣
な
ど
'
勅
使
や
国
王
が
歌
わ
れ
て
そ
の
徳
を
讃
え
る
な
ど
'
祝
儀
性
が
色
濃
-
み
ら
れ
る
｡
江
戸
上
-
の
楽
童
子
と
対
を
な
す
冠
船
の
躍
童
子
は
と
も
に
祝
儀
性
を
担
う
べ
き
存
在
で
あ
-
､
冠
船
の
芸
能
の
第
一
義
は
こ
の
祝
儀
性
に
あ
っ
た
が
'
若
衆
の
魅
力
の
み
な
ら
ず
技
芸
を
必
要
と
し
た
組
踊
り
の
出
現
が
､
端
踊
-
の
変
化
と
芸
の
成
熟
を
促
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
｡
2
　
躍
人
数
と
師
匠
戊
の
御
冠
船
で
は
冊
封
便
来
琉
の
前
年
八
月
十
六
日
に
御
書
院
御
小
姓
と
御
書
院
'
下
庫
理
の
小
赤
頭
十
一
名
が
｢
躍
中
｣
と
し
て
雇
わ
れ
､
親
雲
上
以
下
出
仕
の
な
い
若
衆
ま
で
の
三
十
三
名
が
躍
人
数
と
し
て
仰
せ
付
け
ら
れ
た
こ
と
が
躍
方
日
記
に
み
え
る
｡
日
記
に
は
｢
御
雇
｣
｢
被
仰
付
｣
と
あ
る
が
､
家
譜
に
は
憲
令
を
奉
じ
て
､
命
を
奉
じ
て
と
あ
り
､
い
ず
れ
も
国
王
の
任
命
で
あ
っ
た
｡
当
初
の
任
命
四
十
四
名
に
は
そ
れ
ぞ
れ
肩
書
が
あ
っ
て
四
種
に
分
か
れ
る
｡
一
は
御
書
院
御
小
姓
な
ど
現
在
の
職
名
､
二
は
上
地
里
之
子
親
雲
上
の
　
｢
赤
平
村
嫡
子
｣
な
ど
当
主
で
は
な
い
が
出
仕
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
者
､
三
は
真
山
戸
　
(
童
名
)
　
の
　
｢
真
壁
按
司
次
男
｣
な
ど
出
仕
し
て
い
な
い
士
族
の
子
弟
　
(
若
衆
)
､
四
は
輿
那
覇
親
雲
上
な
ど
肩
書
の
な
い
者
で
､
恐
ら
く
は
出
仕
し
て
い
た
当
主
で
あ
ろ
う
｡
輿
那
覇
親
雲
上
以
下
の
十
二
人
に
つ
い
て
は
国
学
　
(
王
府
の
教
育
機
関
)
　
に
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
て
お
り
､
師
匠
､
学
生
あ
る
い
は
事
務
方
で
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
｡
躍
方
か
ら
御
書
院
'
下
庫
理
に
対
し
て
は
､
稽
古
が
始
ま
る
の
で
｢
御
番
之
勤
井
諸
公
事
御
免
｣
と
す
る
よ
う
申
し
出
が
な
さ
れ
'
本
職
を
休
み
躍
方
の
稽
古
に
専
念
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
っ
た
｡
た
だ
し
桃
原
里
之
子
親
雲
上
の
よ
う
に
､
｢
役
者
柄
宜
有
之
･
‥
(
中
略
)
-
外
二
人
鉢
難
見
合
｣
き
た
め
に
下
庫
理
雷
を
｢
懸
而
｣
躍
人
数
を
勤
め
る
例
外
も
あ
っ
た
ら
し
い
｡
酉
の
八
月
十
六
日
の
後
に
も
さ
ら
に
辞
退
や
追
加
の
任
命
が
あ
り
'
延
べ
人
数
は
約
九
十
六
名
に
及
ぶ
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
上
演
機
会
で
の
躍
人
数
は
､
仲
秋
宴
八
十
四
人
'
重
陽
宴
四
十
四
人
､
二
度
の
｢
王
子
御
殿
｣
　
で
の
躍
-
に
と
も
に
三
十
四
人
'
鰻
別
宴
三
十
五
人
､
暇
乞
宴
四
十
九
人
で
あ
っ
た
と
躍
方
日
記
に
は
み
え
る
｡
仲
秋
宴
に
は
多
数
の
若
衆
'
二
才
で
踊
る
入
子
躍
が
あ
-
､
こ
れ
を
最
大
と
し
て
の
人
数
で
あ
る
｡
こ
れ
ら
は
首
里
の
､
し
か
も
筑
登
之
筋
目
で
は
な
-
里
之
子
筋
目
の
士
族
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
家
譜
や
位
階
か
ら
わ
か
る
｡
約
九
十
六
人
の
躍
人
数
の
う
ち
筑
登
之
筋
目
は
宮
里
筑
登
之
た
だ
1
人
で
あ
っ
た
.
こ
の
躍
人
数
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
選
ば
れ
た
の
か
を
躍
方
日
記
か
ら
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
｡
歌
人
数
の
場
合
は
前
年
酉
の
三
月
に
内
々
の
｢
御
し
ら
へ
｣
　
つ
ま
-
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
が
あ
っ
て
八
か
ぎ
ゃ
で
風
節
)
　
(
伊
野
波
節
)
　
へ
干
磯
節
)
　
(
子
持
節
)
　
へ
散
山
節
)
　
の
五
曲
を
歌
わ
せ
'
五
月
に
同
じ
課
題
で
冠
船
方
の
役
々
が
立
ち
会
っ
て
正
式
な
｢
御
し
ら
へ
｣
が
あ
-
､
翌
六
月
に
任
命
さ
れ
て
た
だ
ち
に
躍
奉
行
羽
地
按
司
宅
で
｢
三
味
線
稽
古
取
付
候
｣
と
な
る
｡
と
こ
ろ
が
躍
人
数
に
｢
御
し
ら
へ
｣
　
の
あ
っ
た
こ
と
が
躍
方
日
記
に
は
み
え
な
い
｡
家
格
が
優
先
さ
れ
た
選
抜
で
あ
っ
た
か
と
想
像
一99-
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
｡
躍
人
数
は
酉
の
九
月
五
日
か
ら
稽
古
を
始
め
､
十
月
二
十
二
日
､
同
二
十
七
日
'
十
二
月
十
九
日
､
戊
の
三
月
五
日
に
国
王
の
上
覧
が
あ
-
'
そ
れ
ま
で
原
則
と
し
て
毎
日
の
稽
古
で
あ
っ
た
も
の
が
戊
の
三
月
二
十
六
日
か
ら
は
｢
月
六
度
完
之
仕
組
方
相
始
候
｣
　
こ
と
に
な
る
｡
諸
宴
等
の
躍
番
組
は
戊
の
五
月
九
日
の
冊
封
便
那
覇
川
入
津
後
､
七
月
二
十
三
日
に
躍
方
か
ら
の
上
申
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
｡
諸
宴
等
と
上
覧
の
仕
組
躍
の
躍
番
組
を
合
わ
せ
る
と
故
事
集
に
載
る
端
踊
-
十
五
番
､
組
踊
り
十
三
番
の
す
べ
て
を
躍
人
数
は
稽
古
し
た
ら
し
い
｡
ど
の
程
度
持
ち
役
が
決
め
ら
れ
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
､
半
年
以
上
の
連
日
の
稽
古
で
相
当
に
熟
達
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
｡
想
像
を
達
し
-
す
れ
ば
'
首
里
の
士
族
に
あ
っ
た
芸
能
の
素
養
が
'
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
な
し
に
家
格
で
躍
人
数
を
選
ぶ
こ
と
を
可
能
に
し
た
か
と
も
思
わ
れ
る
｡
1
万
の
江
戸
上
り
で
は
御
座
楽
を
担
当
す
る
楽
童
子
は
楽
童
子
と
し
て
任
命
さ
れ
た
が
､
唐
躍
､
琉
躍
は
与
力
あ
る
い
は
小
姓
な
ど
従
者
と
し
て
任
命
さ
れ
る
者
が
担
当
し
た
｡
し
か
し
唐
躍
や
琉
躍
も
相
当
の
期
間
を
か
け
て
準
備
し
'
前
述
の
よ
う
に
鰻
宴
で
の
演
習
を
国
王
の
叡
覧
に
備
え
て
い
る
か
ら
'
当
初
か
ら
予
定
さ
れ
た
役
割
で
あ
-
'
稽
古
期
間
を
想
定
し
て
の
早
い
任
命
で
あ
っ
た
｡
例
え
ば
寛
政
二
　
二
七
九
〇
)
年
の
江
戸
上
-
使
節
の
諸
役
は
前
年
二
月
十
二
日
に
任
命
さ
れ
'
久
米
C
3
>
村
の
毛
姓
(
二
二
三
)
　
六
世
致
志
は
､
乾
隆
五
十
四
年
己
酉
四
月
十
九
日
奉
　
憲
令
為
　
宜
野
湾
王
子
赴
江
戸
府
時
契
生
之
師
賜
館
首
里
毎
日
在
安
国
寺
教
授
音
楽
歌
曲
翌
年
五
月
初
十
日
教
竣
回
家
乾
隆
五
十
四
年
己
酉
十
月
十
七
日
奉
　
憲
令
為
　
宜
野
湾
王
子
赴
江
戸
府
時
唐
躍
仕
組
師
-
(
中
略
)
-
在
殿
内
毎
日
教
導
翌
年
五
月
初
十
日
教
竣
回
家
と
､
御
座
楽
と
唐
躍
の
教
授
に
あ
た
っ
た
こ
と
が
豪
語
に
み
え
る
｡
御
座
楽
も
唐
躍
も
そ
の
稽
古
期
間
は
約
1
年
で
'
1
万
が
寺
に
楽
童
子
を
集
め
て
の
稽
古
で
あ
る
の
に
対
し
､
他
方
は
副
使
幸
地
親
方
の
屋
敷
(
殿
内
)
　
で
の
稽
古
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡
御
座
楽
も
唐
躍
も
､
中
国
か
ら
帰
化
し
た
人
々
の
住
む
久
米
村
の
士
族
を
師
と
す
る
が
'
琉
躍
の
師
匠
や
稽
古
に
つ
い
て
の
記
述
は
豪
語
に
み
え
な
い
｡
村
踊
り
で
か
つ
て
あ
っ
た
よ
う
に
師
匠
の
家
で
そ
れ
ぞ
れ
稽
古
が
行
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
｡
楽
童
子
は
家
格
の
高
い
士
族
の
子
弟
(
若
衆
)
　
か
ら
選
ば
れ
'
任
命
の
際
に
若
里
之
子
に
叙
せ
ら
れ
る
｡
江
戸
で
は
音
楽
の
み
な
ら
ず
書
や
詩
の
披
露
も
求
め
ら
れ
､
こ
れ
も
久
米
村
人
の
指
導
を
受
け
た
｡
久
米
村
に
蓄
積
さ
れ
た
中
国
文
化
が
'
江
戸
上
-
を
機
に
首
里
に
移
植
さ
れ
る
の
感
も
あ
る
｡
同
様
に
唐
躍
も
久
米
か
ら
首
里
に
教
え
ら
れ
､
首
里
の
士
族
が
そ
れ
を
薩
摩
や
江
戸
へ
持
っ
て
い
-
こ
と
に
な
る
｡
江
戸
上
-
の
芸
能
と
し
て
は
御
座
楽
が
主
で
あ
-
､
御
座
楽
を
演
奏
す
る
楽
童
子
は
使
節
の
な
か
で
も
上
位
に
置
か
れ
､
唐
躍
､
琉
躍
に
出
演
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
｡
た
だ
し
絵
巻
｢
琉
球
人
坐
楽
之
図
｣
(
永
青
文
庫
蔵
)
　
に
よ
れ
ば
唱
曲
の
琉
歌
で
は
楽
童
子
が
三
線
と
胡
弓
の
演
奏
を
す
る
｡
使
節
の
な
か
の
楽
師
は
絵
巻
で
見
る
限
り
補
佐
役
で
､
楽
童
子
を
指
導
し
補
助
す
る
立
場
に
あ
っ
た
｡
天
保
三
年
の
楽
師
五
名
の
う
ち
､
池
城
親
雲
上
は
琉
躍
で
胡
弓
も
担
当
し
､
城
間
親
雲
上
は
笛
の
ほ
か
立
方
と
し
て
も
二
才
踊
り
の
｢
御
代
治
口
説
｣
｢
網
打
躍
｣
､
打
組
踊
　
(
現
在
の
｢
し
ゅ
ん
ど
う
｣
)
　
の
醜
女
や
'
唐
躍
に
も
出
演
し
､
芸
達
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
｡
琉
躍
の
地
謡
は
正
使
使
讃
の
譜
久
山
親
雲
上
､
読
谷
山
親
雲
上
と
副
使
使
講
の
古
波
蔵
親
雲
上
の
三
名
で
､
琉
躍
す
べ
て
の
地
謡
を
担
当
し
て
い
る
｡
明
和
元
年
の
江
戸
側
の
資
料
｢
琉
球
入
来
暗
記
｣
　
で
は
正
使
以
下
楽
童
子
ま
で
を
上
官
'
他
の
従
者
を
中
官
'
下
官
と
し
て
い
る
か
ら
､
上
官
も
芸
能
の
重
要
な
担
い
手
で
あ
-
'
使
節
諸
役
は
芸
能
を
配
慮
し
て
任
命
さ
れ
た
｡
江
戸
上
り
の
琉
躍
は
女
踊
-
と
二
才
踊
-
で
､
同
じ
-
天
保
三
年
の
女
踊
り
は
正
使
小
姓
の
立
津
里
之
子
'
崎
山
子
が
担
当
す
る
と
と
も
に
唐
躍
に
も
出
演
し
'
同
じ
正
使
小
姓
の
名
裏
地
里
之
子
は
二
才
踊
-
の
｢
魔
躍
｣
｢
御
代
治
口
説
｣
｢
節
口
説
｣
｢
下
-
口
説
｣
と
と
も
に
'
唐
躍
で
は
小
旦
(
女
形
)
を
演
じ
て
い
る
｡
琉
躍
と
唐
躍
を
同
じ
者
が
演
じ
る
こ
と
の
問
題
は
別
稿
に
譲
る
が
'
久
米
村
の
例
え
ば
梁
姓
(
二
1
六
七
)
　
十
三
世
梁
淵
な
ど
が
｢
中
華
歌
奨
雑
戯
｣
を
学
び
に
清
へ
留
学
し
て
唐
躍
(
S
)
(
S
)
<
S
)
の
伝
承
に
努
め
な
が
ら
'
久
米
の
士
族
は
江
戸
上
り
に
あ
た
っ
て
唐
躍
仕
組
師
'
唐
躍
師
､
中
華
躍
I?:I
祖
師
と
し
て
首
里
の
士
族
に
教
授
し
た
の
は
'
琉
躍
と
同
様
に
唐
躍
に
あ
っ
て
も
､
そ
れ
を
演
じ
る
者
の
身
分
が
問
題
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
｡
し
か
し
御
冠
船
踊
り
は
公
的
な
場
で
は
踊
り
手
の
身
分
が
問
わ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
､
士
族
社
会
で
は
公
私
を
分
た
ず
広
-
盛
ん
に
行
わ
れ
た
｡
伊
江
朝
睦
の
日
記
に
記
さ
れ
る
様
々
な
上
演
機
会
に
つ
い
て
は
次
節
に
述
べ
る
が
､
そ
の
な
か
で
も
っ
と
も
私
的
な
場
で
は
奉
公
人
が
こ
れ
を
演
じ
て
い
た
ら
し
い
｡
家
督
を
継
い
だ
朝
睦
の
嫡
子
朝
安
が
旅
役
で
薩
摩
に
上
国
し
､
そ
の
帰
帆
を
待
つ
家
中
で
､
｢
童
子
共
扇
子
舞
又
は
供
之
者
共
口
説
は
や
し
狂
言
な
と
い
た
し
｣
　
(
嘉
慶
十
八
年
十
月
三
日
)
'
｢
童
子
共
又
は
供
之
者
共
お
と
-
狂
言
共
さ
せ
相
慰
｣
　
(
同
八
日
)
ん
だ
と
あ
る
｡
｢
供
之
者
｣
は
伊
江
家
の
地
頭
地
か
ら
首
里
奉
公
に
上
が
っ
た
地
方
役
人
の
子
弟
す
な
わ
ち
百
姓
の
奉
公
人
の
こ
と
で
あ
る
｡
ま
た
薩
摩
の
在
番
奉
行
平
田
掃
部
を
招
い
た
夜
噺
の
席
で
は
｢
二
才
共
を
と
-
狂
言
仕
組
さ
せ
懸
御
目
｣
　
(
義
､
ト
j
)
慶
二
十
一
年
四
月
十
六
日
)
　
な
ど
と
あ
り
､
こ
の
二
才
も
他
の
記
述
か
ら
奉
公
人
を
指
し
て
い
る
.
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
蔵
琉
球
資
料
の
う
ち
｢
子
弟
教
戒
之
書
｣
に
は
､
｢
歌
三
味
線
之
儀
人
之
性
情
を
養
ひ
依
時
檀
那
方
之
御
用
こ
も
可
立
物
二
而
候
間
､
本
職
入
精
余
力
之
時
ハ
愚
か
て
ら
に
可
致
(53)
稽
古
候
｣
と
奉
公
人
へ
の
戒
め
が
示
さ
れ
'
首
里
奉
公
の
百
姓
は
読
み
書
き
算
盤
と
と
も
に
芸
能
を
学
び
'
地
方
へ
持
ち
帰
る
｡
こ
れ
が
近
代
の
村
踊
-
の
も
と
と
な
っ
た
の
で
'
本
部
御
殿
か
ら
本
部
町
崎
本
部
へ
､
美
里
御
殿
か
ら
沖
縄
市
美
里
､
読
谷
山
御
殿
か
ら
読
谷
村
座
喜
味
へ
な
ど
の
ほ
か
'
名
護
市
源
河
､
石
川
市
石
川
､
恩
納
村
前
兼
久
に
も
首
里
勤
め
で
踊
-
を
習
い
覚
え
た
と
の
伝
承
が
(
叩
山
)
あ
る
｡
御
冠
船
踊
り
に
は
､
誰
に
で
も
こ
れ
を
許
す
と
と
も
に
､
外
交
あ
る
い
は
政
治
の
場
に
お
い
て
は
然
る
べ
き
身
分
に
お
い
て
こ
れ
を
勤
め
る
べ
き
と
の
観
念
が
あ
っ
た
よ
う
で
'
こ
れ
は
次
に
取
-
上
げ
る
上
演
機
会
の
問
題
と
も
密
接
に
関
連
す
る
｡
-100-
二
､
御
冠
船
踊
り
の
行
わ
れ
る
場
-
御
膳
進
上
-
御
冠
船
踊
り
が
ど
の
よ
う
な
機
会
で
演
じ
ら
れ
た
の
か
'
そ
れ
を
士
族
の
私
的
な
場
か
ら
国
王
の
公
的
な
場
へ
と
み
て
い
-
0
前
述
の
伊
江
朝
睦
の
日
記
は
嘉
慶
七
年
に
三
司
官
を
辞
す
ま
で
の
　
｢
御
用
日
々
記
｣
　
に
始
ま
り
､
三
司
官
を
辞
し
て
家
督
を
嫡
子
朝
安
に
譲
っ
て
か
ら
の
部
分
に
は
｢
嫡
孫
蒲
戸
勤
方
二
付
諸
事
日
記
｣
も
含
ま
れ
る
｡
蒲
戸
　
(
朝
経
)
　
は
嘉
慶
十
三
年
に
御
側
御
達
を
命
じ
ら
れ
て
出
仕
し
､
同
年
の
冠
船
に
は
躍
童
子
を
勤
め
､
九
月
三
日
の
読
谷
山
御
殿
で
は
｢
羽
お
と
-
二
ツ
相
勤
｣
　
る
｡
他
の
躍
人
数
と
と
も
に
す
で
に
前
年
八
月
十
五
日
に
任
命
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
｡
こ
の
蒲
戸
は
嘉
慶
十
五
年
に
元
服
し
て
若
里
之
子
と
な
り
､
そ
の
祝
い
の
席
で
｢
御
近
習
御
側
道
御
同
学
衆
お
と
り
相
勤
｣
　
(
四
月
十
五
日
)
　
と
あ
る
｡
嘉
慶
十
九
年
に
は
｢
豊
見
城
親
雲
上
御
祖
母
七
拾
三
御
生
年
御
立
願
御
祝
二
付
兼
而
家
内
人
数
被
相
招
酉
頭
時
分
二
は
宜
寿
次
よ
-
直
罷
出
左
之
通
段
々
御
馳
走
お
と
り
狂
言
共
致
見
物
｣
と
あ
る
｡
と
も
に
祝
い
の
席
で
の
踊
り
で
あ
る
｡
朝
睦
の
嫡
子
朝
安
は
伊
江
親
方
と
し
て
恐
ら
-
前
年
に
薩
摩
へ
上
国
し
､
そ
の
留
守
宅
の
様
子
が
嘉
慶
十
八
年
の
日
記
に
窺
え
る
｡
家
中
の
女
性
た
ち
が
親
方
の
無
事
を
祈
っ
て
｢
旅
お
と
-
｣
(
踊
合
)
を
し
ば
し
ば
催
し
'
親
方
の
帰
帆
月
に
は
旅
お
と
り
と
と
も
に
｢
う
た
三
味
線
お
と
り
狂
言
｣
　
(
九
月
二
十
七
日
)
　
な
ど
で
｢
慰
｣
と
し
た
｡
そ
の
場
で
は
｢
童
子
共
扇
子
舞
又
は
供
之
者
共
口
説
は
や
し
狂
言
｣
　
(
十
月
三
日
)
　
が
行
わ
れ
る
｡
朝
睦
の
三
司
官
在
職
中
の
日
記
に
は
､
｢
与
那
原
殿
内
江
　
上
様
被
遊
御
高
駕
｣
　
て
料
理
を
差
し
上
げ
る
と
と
も
に
｢
躍
御
見
物
被
遊
候
｣
と
あ
る
　
(
乾
隆
五
十
二
年
十
二
月
十
日
)
｡
国
王
尚
穆
を
与
那
原
殿
内
す
な
わ
ち
三
司
官
与
那
原
良
矩
の
屋
敷
に
招
き
､
同
じ
≡
司
官
譜
久
山
親
方
　
(
朝
紀
)
　
と
と
も
に
朝
睦
も
相
伴
す
る
｡
後
に
み
る
冠
船
に
お
け
る
冊
封
便
帰
国
後
の
国
王
へ
の
御
膳
進
上
の
私
的
な
か
た
ち
で
あ
り
､
御
膳
進
上
に
芸
能
に
伴
っ
た
原
型
が
こ
こ
に
は
み
え
る
｡
隠
居
後
の
朝
睦
は
首
里
の
寺
々
の
長
老
た
ち
と
の
交
際
を
盛
ん
に
す
る
｡
本
立
寺
に
招
か
れ
て
囲
碁
を
楽
し
み
'
寺
の
長
老
を
同
道
し
て
嵩
原
殿
内
の
下
屋
敷
で
｢
二
才
共
を
と
-
狂
言
稽
古
｣
を
見
物
(
嘉
慶
二
十
一
年
正
月
二
十
三
日
)
､
ま
た
自
ら
の
下
屋
敷
に
月
湛
長
老
､
越
渓
長
老
を
招
い
て
｢
躍
致
見
物
｣
　
(
嘉
慶
十
六
年
十
月
十
五
日
)
　
な
ど
､
｢
御
噺
｣
を
楽
し
み
な
が
ら
の
躍
見
物
の
記
事
が
散
見
す
る
｡
ま
た
｢
親
方
よ
り
左
之
人
数
夜
晒
招
請
い
た
し
｣
｢
去
年
当
村
文
躍
仕
組
置
候
二
付
相
雇
羽
を
と
り
組
躍
一
ツ
仕
さ
せ
懸
御
冒
｣
　
(
嘉
慶
十
五
年
二
月
八
日
)
､
ま
た
｢
親
方
よ
-
於
下
屋
敷
二
御
奉
行
平
田
掃
部
殿
夜
御
噺
招
請
｣
し
て
｢
二
才
共
を
と
-
狂
言
仕
組
さ
せ
懸
御
目
｣
　
(
嘉
慶
二
十
一
年
四
月
十
六
日
)
　
な
ど
'
薩
摩
の
在
番
奉
行
に
も
芸
能
が
用
意
さ
れ
た
｡
首
里
王
府
時
代
の
琉
球
に
お
い
て
芸
能
は
自
ら
の
娯
楽
と
貴
人
の
接
待
の
両
面
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
窺
え
る
｡
た
だ
し
別
に
躍
方
日
記
に
は
注
目
す
べ
き
記
事
が
あ
る
｡
戊
の
五
月
二
十
八
日
に
｢
今
日
於
崎
山
之
御
殿
御
姫
様
被
遊
御
誕
生
躍
人
数
御
伽
被
仰
付
｣
'
早
速
｢
冠
船
躍
外
組
躍
羽
お
と
-
数
番
相
仕
組
｣
ん
で
､
六
月
二
日
に
参
上
す
る
｡
生
後
一
週
間
に
も
満
た
ぬ
姫
様
に
な
ぜ
芸
能
を
｢
御
伽
｣
と
す
る
の
か
他
に
徴
す
べ
き
資
料
が
な
い
が
､
芸
能
の
果
た
す
べ
き
役
割
の
根
底
が
こ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡
冠
船
に
お
け
る
芸
能
の
慣
習
的
な
上
演
機
会
は
冊
封
便
滞
在
中
と
帰
国
後
の
二
期
に
分
か
れ
'
帰
国
後
の
そ
れ
は
朝
睦
の
日
記
に
み
ら
れ
る
与
那
原
殿
内
で
の
国
王
の
躍
見
物
を
公
的
な
場
へ
移
し
た
御
膳
進
上
に
そ
の
典
型
を
み
る
｡
御
冠
船
踊
-
が
冊
封
促
の
宴
席
に
供
せ
ら
れ
る
の
は
仲
秋
宴
に
始
ま
り
､
そ
の
後
の
弁
之
森
､
末
書
社
檀
遊
覧
の
帰
途
に
立
ち
寄
る
｢
王
子
御
殿
｣
､
重
陽
宴
､
御
領
別
宴
､
御
暇
乞
(
拝
辞
)
宴
､
御
∴
ー
∵
旅
送
(
望
舟
)
宴
を
恒
例
と
し
た
｡
こ
の
う
ち
仲
秋
宴
と
重
陽
宴
は
｢
冠
船
之
時
御
座
構
之
図
｣
と
題
す
る
､
両
度
の
両
勅
使
と
国
王
の
着
座
す
る
北
殿
と
そ
れ
に
相
対
す
る
仮
設
の
舞
台
の
図
面
が
遺
さ
れ
て
い
る
か
ら
舞
台
で
の
上
演
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
｡
ま
た
天
使
館
で
行
わ
れ
る
御
旅
送
宴
も
､
躍
方
日
記
に
｢
天
使
館
舞
董
作
-
候
場
所
御
見
分
｣
　
(
酉
九
月
九
日
)
と
あ
っ
て
こ
こ
に
も
舞
台
が
仮
設
さ
れ
た
｡
弁
之
山
獄
遊
覧
の
後
に
立
ち
寄
っ
た
浦
添
御
殿
の
場
合
は
､
｢
浦
添
御
殿
二
番
御
座
江
舞
重
任
座
構
之
儀
御
座
皆
方
井
御
殿
構
楽
屋
座
構
者
御
座
雷
方
幕
借
入
二
両
躍
方
よ
り
仕
合
候
｣
と
あ
っ
て
座
敷
で
行
っ
た
｡
こ
の
よ
う
に
上
演
に
は
舞
台
と
座
敷
の
二
様
が
あ
る
｡
御
領
別
宴
､
御
暇
乞
宴
が
ど
ち
ら
で
あ
っ
た
の
か
を
知
る
記
述
が
な
い
が
'
舞
台
の
終
了
後
に
両
勅
使
か
ら
躍
童
子
(
若
衆
三
人
)
　
が
｢
品
々
拝
領
｣
す
る
際
に
'
御
鰻
別
宴
で
は
｢
若
衆
三
人
其
儀
之
支
度
二
而
西
之
御
殿
敷
内
江
一
列
二
立
備
｣
と
あ
る
の
を
｢
仲
秋
宴
同
断
｣
と
す
る
記
述
か
ら
､
や
は
り
舞
台
で
行
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
な
お
嘉
慶
十
三
　
(
一
八
〇
八
)
　
年
の
冠
船
で
は
｢
九
月
十
四
日
都
司
巡
捕
官
来
手
御
茶
屋
時
作
超
以
助
興
｣
　
(
向
姓
(
四
)
　
十
二
世
鴻
勲
)
　
と
あ
-
､
『
球
陽
』
　
に
は
嘉
慶
五
　
(
一
八
〇
〇
)
年
の
冠
船
に
｢
又
講
宴
都
司
巡
捕
官
於
南
苑
束
苑
看
姻
花
演
戯
等
蛮
｣
　
(
一
四
七
二
)
　
と
あ
る
｡
勅
使
の
従
者
を
招
い
て
の
宴
席
で
､
首
里
城
で
は
な
-
王
家
の
別
荘
で
あ
っ
た
御
茶
屋
御
殿
す
な
わ
ち
束
苑
で
行
わ
れ
た
｡
こ
れ
が
恒
例
の
も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
｡
諸
宴
は
い
ず
れ
も
両
勅
使
を
正
客
と
し
て
料
理
で
饗
応
す
る
宴
席
で
あ
っ
た
が
'
王
子
御
殿
の
場
合
も
同
様
で
､
例
え
ば
嘉
慶
十
三
年
に
は
九
月
三
日
に
'
｢
冊
封
正
使
蔚
醍
副
使
費
錫
章
遊
親
子
排
之
山
獄
回
館
騨
之
時
請
到
駕
臨
倣
宅
恭
献
十
二
碗
延
宴
且
設
倣
戯
舞
以
備
　
叡
覧
｣
　
(
向
姓
家
譜
(
八
)
　
二
世
大
烈
)
　
と
あ
-
､
や
は
-
十
二
椀
の
廷
宴
が
あ
-
､
乾
隆
二
十
1
年
に
も
同
様
に
両
勅
使
を
も
て
な
し
た
向
姓
豪
語
　
(
四
八
五
)
　
七
世
朝
利
の
家
譜
に
｢
酒
宴
を
設
ケ
テ
歌
舞
ヲ
為
シ
｣
と
あ
る
｡
こ
の
記
事
に
は
続
け
て
｢
共
二
王
庫
ヨ
リ
出
ル
｣
と
あ
り
､
躍
方
日
記
に
は
｢
両
勅
使
様
排
之
森
御
見
物
二
付
朝
者
輿
那
原
殿
内
晩
者
浦
添
御
殿
よ
-
御
招
請
｣
　
(
成
八
月
十
三
日
)
　
と
あ
る
も
の
の
､
実
態
は
料
理
も
芸
能
も
王
府
が
用
意
し
た
ら
し
い
｡
躍
方
日
記
の
御
領
別
宴
の
記
事
に
は
両
勅
使
の
　
｢
御
料
理
御
取
付
之
糊
躍
補
給
｣
と
あ
り
､
こ
こ
に
料
理
と
芸
能
と
の
関
係
が
窺
わ
れ
る
｡
冊
封
億
の
帰
国
後
も
躍
方
の
勤
め
る
べ
き
上
演
機
会
は
'
戊
の
場
合
に
は
､
御
膳
進
上
　
(
十
1
月
-101-
十
日
)
､
｢
田
舎
人
躍
拝
見
｣
　
(
十
一
月
十
九
日
二
十
日
)
､
｢
大
和
人
衆
御
中
入
付
｣
と
い
う
薩
摩
の
在
番
役
人
の
た
め
の
上
演
(
十
一
月
二
十
一
日
)
'
王
妃
'
女
官
な
ど
の
御
内
原
か
ら
の
所
望
に
よ
る
｢
於
御
茶
屋
躍
｣
　
(
十
二
月
五
日
)
　
と
続
-
｡
先
に
躍
方
で
準
備
す
べ
き
演
目
は
故
事
集
に
収
載
さ
れ
る
組
踊
り
十
三
番
､
端
踊
り
十
五
番
で
あ
る
と
し
た
が
､
実
は
冊
封
便
来
琉
前
に
国
王
が
検
分
す
る
仕
組
躍
で
は
冊
封
傍
の
諸
宴
等
に
は
出
さ
れ
な
い
二
才
踊
り
三
番
も
踊
ら
れ
て
い
る
｡
二
才
踊
-
の
本
番
は
冊
封
便
帰
国
後
に
あ
っ
た
｡
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
､
冊
封
倍
の
諸
宴
等
の
組
踊
り
と
は
別
に
御
膳
進
上
の
た
め
に
七
番
の
組
踊
-
が
新
た
に
用
意
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
｡
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
に
は
重
複
も
あ
-
､
ま
っ
た
-
新
た
な
演
目
は
申
(
嘉
慶
五
年
)
､
辰
　
(
嘉
慶
十
三
年
)
､
戊
　
(
道
光
十
八
年
)
　
で
い
ず
れ
も
四
番
で
あ
っ
た
こ
と
が
躍
方
日
記
や
故
事
集
か
ら
知
ら
れ
､
こ
れ
ら
の
組
踊
-
は
御
膳
進
上
ば
か
-
で
な
-
躍
番
組
の
残
る
大
和
人
衆
や
御
茶
屋
躍
に
も
演
じ
ら
れ
た
｡
と
こ
ろ
で
御
膳
進
上
と
は
'
冊
封
便
応
接
の
労
を
ね
ぎ
ら
っ
て
臣
下
か
ら
国
王
に
御
膳
を
進
上
す
る
も
の
で
､
｢
自
官
貞
等
人
恭
厭
於
　
主
上
膳
時
為
戯
舞
備
　
上
覧
而
公
務
全
竣
｣
と
翁
姓
家
譜
(
一
〇
六
七
)
　
七
世
盛
元
の
条
に
嘉
慶
五
　
(
一
八
〇
〇
)
年
の
こ
と
が
み
え
る
｡
戊
の
場
合
は
冊
封
便
一
向
の
出
帆
は
十
月
十
二
日
で
あ
っ
た
が
'
九
月
四
日
に
は
評
定
所
か
ら
｢
勅
使
様
御
乗
船
追
々
御
出
帆
被
成
筈
二
両
候
間
御
膳
進
上
躍
之
儀
早
々
手
組
可
敦
旨
｣
　
の
指
示
が
躍
方
に
対
し
て
あ
り
､
同
十
日
に
｢
御
膳
進
上
組
躍
｣
七
番
が
選
定
さ
れ
て
上
申
さ
れ
'
同
二
十
日
か
ら
稽
古
に
取
-
付
き
'
十
一
月
十
日
に
中
秋
宴
､
重
陽
宴
と
同
じ
形
式
で
'
北
殿
に
国
王
､
聞
得
大
君
加
那
志
'
佐
敷
按
司
加
那
志
'
野
嵩
接
司
加
那
志
､
太
子
及
び
｢
王
子
衆
按
司
三
司
官
表
御
人
数
｣
が
列
席
し
て
行
わ
れ
た
｡
他
の
上
演
機
会
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
が
'
御
冠
船
踊
-
す
な
わ
ち
芸
能
が
公
的
な
場
で
は
御
膳
進
上
と
密
接
な
関
わ
-
に
あ
っ
た
こ
と
は
､
江
戸
上
り
等
の
場
合
に
一
層
明
確
に
な
る
｡
家
譜
に
よ
れ
ば
､
御
膳
進
上
に
伴
っ
て
芸
能
が
演
じ
ら
れ
た
も
っ
と
も
古
い
例
は
順
治
十
三
(
一
六
五
六
)
年
で
､
薩
摩
上
国
の
記
事
に
国
頭
王
子
｢
正
則
於
御
城
献
上
光
久
公
御
膳
催
琉
球
躍
有
興
行
｣
(
蕗
姓
(
三
五
人
)
一
世
利
元
)
と
あ
る
｡
以
下
左
記
の
記
事
が
家
譜
に
み
え
る
｡
●
正
徳
四
　
(
1
七
1
四
)
年
､
慶
賀
使
､
謝
恩
便
八
月
二
十
三
日
(
薩
摩
)
　
｢
南
王
子
在
干
御
書
院
厳
膳
時
漠
奨
球
奨
及
戯
恭
備
　
上
覧
｣
　
(
翁
姓
家
譜
(
一
〇
六
五
)
　
七
世
盛
寿
)
●
享
保
三
　
(
1
七
1
人
)
　
年
'
慶
賀
便
七
月
二
十
三
日
(
薩
摩
)
｢
正
使
朝
得
御
膳
進
上
之
時
於
御
城
奏
楽
｣
(
向
姓
家
譜
(
二
六
二
一
)
三
世
朝
直
)
十
一
月
二
十
三
日
(
江
戸
)
　
｢
正
使
朝
得
御
膳
進
上
之
時
於
御
城
奏
楽
｣
　
(
同
右
)
●
寛
延
元
　
(
1
七
四
八
)
　
年
､
慶
賀
使
八
月
四
日
(
薩
摩
)
｢
朝
利
厭
膳
於
　
宗
信
公
此
時
奏
音
楽
為
唐
躍
｣
　
(
向
姓
家
譜
(
四
八
四
)
　
四
世
朝
雄
)
十
二
月
二
十
三
日
　
(
江
戸
)
　
｢
朝
利
進
膳
於
　
宗
信
公
因
而
　
朝
見
奏
音
楽
為
唐
躍
｣
　
(
同
右
)
●
宝
暦
二
　
(
一
七
五
二
)
　
年
､
謝
恩
使
七
月
二
十
五
日
　
(
薩
摩
)
　
｢
進
　
城
恭
献
御
膳
時
奏
音
楽
及
漠
躍
球
躍
等
以
備
　
叡
覧
｣
　
(
向
姓
家
譜
　
(
四
)
　
十
世
宣
諜
)
十
二
月
二
十
三
日
(
江
戸
)
｢
献
御
膳
於
　
太
守
公
時
奏
音
楽
及
漠
躍
球
躍
等
以
備
　
叡
覧
｣
(
同
右
)
●
明
和
元
(
一
七
六
四
)
年
､
慶
賀
便
十
1
月
十
五
日
　
(
江
戸
)
　
｢
王
子
献
御
膳
於
　
太
守
公
国
而
召
見
[
�
"
蝣
�
"
此
時
有
奏
楽
併
流
躍
三
番
]
｣
(
金
姓
豪
語
(
六
四
三
)
　
七
世
有
華
)
十
二
月
五
日
　
(
江
戸
)
　
｢
王
子
献
御
膳
於
　
太
守
公
因
而
召
見
-
中
略
-
[
此
時
有
奏
楽
併
唐
躍
一
番
琉
躍
三
番
]
｣
　
(
同
右
)
(
使
節
が
薩
摩
に
到
着
の
際
､
藩
主
が
江
戸
に
い
た
た
め
に
江
戸
で
の
御
膳
進
上
が
二
度
と
な
る
)
●
寛
政
二
　
(
一
七
九
〇
)
年
'
慶
賀
使
八
月
六
日
　
(
薩
摩
)
　
｢
朝
陽
献
御
膳
於
大
守
蔚
宣
公
国
召
見
[
此
時
有
奏
楽
併
唐
躍
琉
躍
]
｣
　
(
毛
姓
家
譜
(
1
五
l
七
)
十
1
世
盛
方
)
十
二
月
十
三
日
　
(
江
戸
)
　
｢
王
子
献
御
膳
於
　
太
守
公
国
而
召
見
-
[
此
時
有
奏
楽
併
唐
躍
琉
躍
]
｣
(
同
右
)
●
寛
政
八
　
(
一
七
九
六
)
年
､
謝
恩
便
八
月
九
日
　
(
薩
摩
)
　
｢
朝
規
献
御
膳
於
　
太
守
公
為
音
楽
唐
躍
琉
躍
｣
　
(
毛
姓
家
譜
　
(
一
〇
〇
二
)
十
二
世
安
輝
)
十
二
月
十
九
日
　
(
江
戸
)
　
｢
正
使
朝
規
進
御
膳
於
　
太
守
公
　
[
奏
音
楽
併
唐
戯
琉
戯
]
｣
　
(
同
右
)
●
文
化
≡
　
(
一
八
〇
六
)
年
'
謝
恩
便
八
月
九
日
　
(
薩
摩
)
　
｢
恭
照
例
献
御
膳
及
万
物
　
[
此
時
奏
音
楽
唐
躍
琉
躍
以
備
　
叡
覧
]
　
(
向
姓
豪
語
(
八
)
　
二
世
大
烈
)
こ
の
後
､
天
保
三
年
の
謝
恩
便
以
降
は
芸
能
を
帯
同
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
薩
摩
藩
主
(
太
守
公
)
へ
の
御
膳
進
上
の
記
事
が
み
え
な
-
な
る
｡
琉
球
大
学
附
属
図
書
館
仲
原
善
忠
文
庫
に
所
蔵
の
　
『
琉
球
館
文
書
』
所
収
の
｢
薩
琉
往
復
文
書
集
｣
に
は
､
文
化
二
年
九
月
二
十
二
日
付
の
文
書
に
左
の
通
-
あ
る
｡
来
年
江
戸
立
付
琉
球
人
上
着
之
上
御
膳
進
上
之
儀
常
時
之
事
候
間
御
用
捨
被
仰
付
差
支
ハ
有
之
間
数
哉
且
右
様
式
立
候
節
音
楽
踊
備
　
御
覧
候
儀
公
達
二
而
は
音
楽
計
候
間
御
首
地
二
而
茂
音
楽
迄
二
而
踊
無
之
方
被
仰
渡
是
又
差
支
有
之
間
敷
哉
両
口
吟
味
を
以
可
中
上
旨
被
仰
渡
御
皆
地
二
而
吟
味
難
存
片
付
御
座
候
間
琉
球
江
関
越
何
分
申
来
候
趣
申
上
候
様
仕
度
旨
先
達
而
中
上
置
候
然
者
御
勝
進
上
之
儀
王
子
上
国
之
節
ハ
跡
々
よ
り
進
上
被
仰
付
誠
冥
加
之
仕
合
琉
球
之
規
模
其
上
国
王
一
世
一
度
之
礼
式
二
茂
相
懸
-
候
庭
此
節
よ
-
御
差
止
被
仰
付
候
而
者
古
来
よ
-
之
規
模
-102-
相
替
難
有
乍
御
用
捨
甚
不
本
意
之
次
第
御
座
候
間
是
迄
之
通
進
上
被
仰
付
且
又
踊
之
儀
　
□
備
　
御
覧
奉
今
更
旧
例
相
欠
候
儀
残
念
之
至
御
座
候
間
右
両
件
共
二
有
来
つ
う
被
仰
付
被
下
候
様
願
可
中
上
旨
此
節
琉
球
よ
り
中
越
候
間
此
段
奉
願
候
此
等
之
趣
を
以
被
仰
付
可
被
下
儀
奉
願
候
以
上
琉
球
か
ら
薩
摩
藩
へ
の
上
訴
は
､
御
膳
進
上
と
踊
の
二
点
で
あ
っ
た
｡
.
御
膳
進
上
に
つ
い
て
は
､
道
光
二
十
五
　
(
1
八
四
五
)
年
の
薩
摩
へ
の
謝
恩
億
に
関
し
て
｢
召
見
二
九
屋
敷
賞
看
外
庭
併
苑
園
是
日
恭
献
唐
料
理
併
令
奏
楽
歌
舞
以
備
尊
覧
｣
　
(
尚
姓
　
(
1
0
)
　
三
世
謙
)
　
と
あ
り
､
江
戸
上
り
で
は
廃
止
さ
れ
た
が
薩
摩
へ
の
使
節
に
あ
っ
て
は
続
い
て
い
た
ら
し
-
､
し
か
も
唐
料
理
が
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
｡
踊
に
つ
い
て
は
琉
球
の
願
い
が
聞
き
入
れ
ら
れ
､
唐
躍
琉
躍
が
江
戸
上
り
の
廃
絶
ま
で
続
-
｡
薩
摩
藩
か
ら
の
申
し
出
は
首
里
王
府
に
と
っ
て
は
経
費
節
減
と
な
り
好
都
合
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
'
使
節
が
薩
摩
や
江
戸
で
藩
主
か
ら
盛
膳
を
賜
る
返
礼
と
し
て
御
膳
進
上
が
欠
か
せ
な
い
と
の
認
識
が
王
府
側
に
は
あ
り
'
し
か
も
御
膳
進
上
に
は
御
座
楽
だ
け
で
な
く
唐
躍
琉
躍
が
演
じ
ら
れ
る
べ
き
と
の
意
識
あ
っ
た
こ
と
は
､
御
冠
船
踊
り
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
｡
薩
摩
と
琉
球
と
の
文
化
の
違
い
を
､
こ
の
点
に
関
し
て
は
琉
球
が
押
し
き
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
か
｡
お
わ
り
に
右
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
御
冠
船
踊
-
の
実
際
の
舞
台
を
想
像
す
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
｡
し
か
し
な
が
ら
芸
態
を
知
る
資
料
は
､
伊
波
普
猷
が
　
『
琉
球
戯
曲
集
』
　
(
昭
和
四
年
)
　
と
題
し
て
出
版
し
た
戊
の
御
冠
船
　
(
1
八
三
八
年
)
　
の
台
本
の
詞
章
と
ー
書
き
､
天
保
三
　
(
l
八
三
二
)
　
年
の
江
戸
上
り
の
際
に
薩
摩
屋
敷
で
の
芸
能
の
様
子
措
い
た
大
和
の
絵
師
の
手
に
な
る
｢
琉
球
人
坐
楽
井
躍
之
図
｣
｢
琉
球
人
舞
楽
御
巻
物
｣
と
題
す
る
絵
巻
に
ほ
ぼ
尽
き
る
と
い
っ
て
も
よ
い
｡
御
冠
船
踊
-
の
芸
態
に
つ
い
て
は
村
踊
-
の
伝
承
資
料
を
視
野
に
入
れ
た
別
稿
を
あ
ら
た
め
て
用
意
す
る
こ
と
と
し
'
本
稿
で
は
御
冠
船
踊
り
の
芸
を
め
ぐ
る
人
と
場
の
問
題
を
取
り
上
げ
た
｡
こ
の
二
点
が
実
は
御
冠
船
踊
-
の
本
質
を
規
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
注
(
-
)
　
琉
球
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
中
国
の
年
号
'
江
戸
､
薩
摩
に
つ
い
て
は
同
じ
-
和
年
号
を
用
い
る
｡
(
2
)
　
｢
冠
船
躍
方
日
記
｣
な
ど
｡
冠
船
躍
を
｢
御
冠
船
踊
り
｣
と
称
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
｡
(
3
)
　
馬
姓
家
譜
(
一
五
三
〇
)
　
十
二
世
克
任
｡
『
那
覇
市
史
』
　
資
料
編
第
1
巻
7
､
五
四
〇
頁
｡
以
下
､
家
譜
の
数
字
は
『
氏
集
』
(
那
覇
市
市
民
文
化
課
歴
史
資
料
室
､
二
〇
〇
四
)
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
｡
(
4
)
　
板
谷
徹
･
池
宮
正
治
｢
翻
刻
　
冠
船
躍
方
日
記
｣
　
(
科
研
報
告
書
　
『
尚
育
王
代
に
お
け
る
琉
球
芸
能
の
環
境
と
芸
態
復
元
の
研
究
』
　
平
成
一
五
年
)
　
に
拠
る
｡
以
下
同
｡
(
5
)
　
『
球
陽
』
　
(
沖
縄
文
化
史
料
集
成
5
､
角
川
書
店
'
昭
和
四
九
年
)
一
四
七
二
　
(
数
字
は
上
記
版
に
付
さ
れ
た
通
し
番
号
｡
以
下
同
)
(
6
)
現
存
の
故
事
集
に
は
､
｢
成
戊
冊
封
諸
婁
演
戯
故
事
｣
二
八
三
八
)
､
｢
丙
寅
冊
封
諸
宴
演
戯
故
事
｣
(
一
八
六
六
)
な
ど
が
あ
る
｡
(
7
)
帝
姓
家
譜
(
三
五
八
)
一
世
利
元
(
『
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
1
巻
7
､
四
一
四
頁
)
'
｢
琉
球
使
者
記
琉
球
書
簡
井
使
者
接
待
楽
章
｣
(
宝
永
七
年
)
'
｢
薩
陽
往
返
記
事
｣
(
高
木
善
助
)
な
ど
に
み
え
る
｡
(
8
)
池
宮
正
治
｢
琉
球
舞
踊
の
概
観
｣
(
沖
縄
伝
統
芸
能
の
会
編
『
琉
球
舞
踊
-
鑑
賞
の
手
引
き
-
』
沖
縄
県
文
化
振
興
課
､
昭
和
六
十
年
)
一
九
〇
頁
｡
(
9
)
矢
野
輝
雄
『
沖
縄
舞
踊
の
歴
史
』
(
昭
和
六
〇
年
､
築
地
書
館
)
七
九
頁
｡
た
だ
し
そ
の
衣
装
を
下
袴
と
み
る
こ
と
か
ら
の
推
定
｡
(
2
)
池
宮
前
掲
論
文
(
注
8
)
1
九
四
～
五
頁
｡
(
3
)
伊
波
普
猷
『
琉
球
戯
曲
集
』
(
『
伊
波
普
猷
全
集
』
第
三
巻
､
平
凡
社
'
昭
和
四
十
九
年
)
(
3
)
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
に
よ
る
｡
(
2
)
高
木
善
助
｢
薩
陽
往
返
記
事
｣
(
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
』
第
二
巻
､
三
一
書
房
'
一
九
六
九
)
六
一
九
～
六
二
1
頁
｡
(
3
)
注
8
､
六
八
頁
｡
(
3
)
『
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
1
巻
6
'
八
一
六
～
七
頁
｡
(
2
)
同
右
｡
(
｣
)
毛
姓
家
譜
(
二
二
三
)
六
世
致
志
(
『
久
米
毛
氏
家
譜
』
久
米
国
鼎
会
'
平
成
四
年
)
一
四
四
頁
O
｡
c
A
梁
姓
家
譜
(
二
1
六
七
)
十
三
世
淵
(
『
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
1
巻
6
､
八
l
六
頁
)
(
2
)
察
姓
家
語
(
二
〇
九
二
)
十
三
世
任
邦
(
『
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
1
巻
6
'
三
三
二
頁
)
(
8
)
日
記
の
嘉
慶
二
十
一
(
一
八
一
六
)
年
正
月
二
十
九
日
の
条
に
､
｢
来
月
十
二
三
日
之
頃
御
奉
行
平
田
掃
部
殿
下
や
し
き
こ
而
夜
御
晒
招
請
之
考
二
而
家
修
補
払
除
等
懸
-
二
才
共
人
数
差
越
｣
と
あ
る
｡
こ
の
二
才
は
明
ら
か
に
奉
公
人
で
あ
る
｡
(
5
3
)
『
那
覇
市
史
』
資
料
編
第
1
巻
10
(
那
覇
市
役
所
､
平
成
元
年
)
七
一
三
頁
｡
(
S
)
『
沖
縄
人
物
名
鑑
』
(
オ
キ
ナ
ワ
･
ア
ド
･
タ
イ
ム
ス
､
昭
和
五
五
年
)
所
収
の
｢
沖
縄
本
島
村
芝
居
芸
能
の
伝
承
者
｣
他
参
照
｡
(
S
3
)
沖
縄
県
立
博
物
館
蔵
｡
-103-
